
・ ５月１３日から６月１２日まで唐桑（只越）に設置していた採苗袋を調査
した結果、設置水深10ｍで６０７個、20ｍで４８０個の付着稚貝を確認
しました。

・ 付着稚貝の殻長は2mm以下です。
・ 昨年混入があったマヒトデについては、今回調査した採苗袋内では
確認されませんでした。

《調査結果の概要》 調査日：６月１２日（木）

・ 表層水温は16.0℃、水深10m水温は12.0℃、水深20m水温は11.3℃でした。

（参考）
昨年の表層水温：15.1℃（ホタテガイ採苗通報(第10報(R6.6.6調査（唐桑（只越））)）

令和７年度 ホタテガイ採苗通報（臨時）

令和７年６月１６日

気仙沼水産試験場 TEL：0226-41-0652 FAX：0226-41-0743

E-mail：kssuisan@pref.miyagi.lg.jp

HP：http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kesenmuma-s/

気仙沼地方振興事務所水産漁港部 TEL：0226-22-6852

水産技術総合センター TEL：0225-24-0138

県漁協各支部青年部・研究会

宮城県

県外情報
青森県(6/12発行)

・採苗器への付着状況は、過去10年の平均値よりかなり少ない状況。
（西湾：34,745個/平年64,459個、東湾：113,397個/平年230,071個）
・稚貝の平均殻長は、平年値よりかなり大きくなっている。
（西湾：2.51mm/平年1.81mm、東湾：1.86mm/平年1.45mm）
・ムラサキイガイの付着数は全湾で平年並み、ヒトデの混入は全湾で見られていない。
・稚貝の成長が順調に進んでいることから、全湾で袋替えや間引きの実施が呼びかけられている。

岩手県(6/13発行)

・稚貝の付着が継続しているため、採苗器の投入を完了させるよう呼びかけられている。
・唐丹湾では、6月5日調査時点から付着稚貝数が減少しているため、次第に収束していくと思われる。
・宮古（浄土ヶ浜）5月19～27日設置：797個/袋、船越（吉里吉里）6月3日～10日設置：508個/袋、
唐丹6月5日～11日設置：179個/袋、綾里5月28日～6月4日設置：909個/袋

・ 採苗袋設置にご協力いただいた関係者の皆様、ありがとうございました。
・ ７月第３週に、採苗袋内のホタテガイ付着数等を調査する予定としておりますので、
実施の際には採苗袋（各支所１～２袋）の提供をお願いします。
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【海況情報】
〈国立研究開発法人水産研究・教育機構「改良版我が国周辺の海況予報システム（FRA-ROMSⅡ）」から抜粋〉

1週間先の海況情報（表層水温） 1カ月先の海況情報（表層水温）

東北地方1カ月予報（令和7年6月12日発表）（気象庁HPから抜粋）

【気象情報】


